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賛否が分かれた議案等
※結果欄の意味は次のとおりです。　「○」＝賛成　　「×」＝反対　　「欠」＝欠席
　「可」＝可決　　「同」＝同意　　「否」＝否決　　「採」＝採択　　「不」＝不採択
　「棄」＝棄権　　「承」＝承認　　「認」＝認定　　「適」＝適任と認める
※小金井　勉議員は議長であり、採決に加わりません。
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成議案等番号 件　　　　　　名

議案第４号 大網白里市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
議案第６号 大網白里市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 15
議案第７号 契約の締結について 否 × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × 2
陳情第４号 入札監視委員会を設置してもらうための陳情 採 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
陳情第５号 小中学校の学校給食費の保護者負担無償化を求める陳情 不 × × × × ○ × × × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ 6
陳情第６号 少子化の前にイジメ自殺者の対策に関する陳情 不 × × × × × × × × ○ × × × × × × ○ ○ 3

　
令
和
５
年　
【
４
月
】

21
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
５
月
】

24
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
【
６
月
】

１
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会　

開
会

５
日　

一
般
質
問　

４
会
派
９
人

６
日　

一
般
質
問　

個
人
５
人

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

12
日　

議
案
質
疑
・
委
員
会
付
託

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

13
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

市
議
会
第
２
回
定
例
会　

閉
会

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
【
７
月
】

４
日
～
６
日　

三
常
任
委
員
会
合
同
行
政

視
察
研
修
（
北
海
道
旭
川

市
・
富
良
野
市
）

13
日　

山
武
郡
市
議
会
議
員
研
修
会

出席議員の総員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　　　　　　　　名 結果 議案等番号 件　　　　　　　　　　　名 結果
議案第１号 専決処分の承認を求めることについて

（大網白里市市税条例の一部を改正する条例） 承 議案第11号 市長等の給料の特例に関する条例の制定について 可
議案第２号 専決処分の承認を求めることについて

（令和５年度大網白里市一般会計補正予算（専決第１号）） 承 請願第１号「国における2024年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 採
議案第３号 令和５年度大網白里市一般会計補正予算（第１号） 可 請願第２号「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 採
議案第５号 大網白里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について 可 陳情第３号 ＪＲ永田駅の構内トイレの利用再開に関する陳情 採
議案第８号 財産の取得について 可 発議案第1号 国における2024年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可
議案第９号 令和５年度大網白里市一般会計補正予算（第２号） 可 発議案第2号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 可
議案第10号 損害賠償額の決定について 可

令和５年市議会第２回定例会　採決結果一覧
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武
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令
和
元
年
度
、
世
界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

引
き
起
こ
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
５
月
８
日
第

２
類
よ
り
第
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
２
か
月
以

上
経
過
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
マ
ス
ク
無

し
の
方
々
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
と
な
く
息
苦
し
さ
も
無
く
爽
快
感
が
あ

り
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
毎
回
議
会
だ

よ
り
を
お
読
み
頂
き
編
集
委
員
全
員
に
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
梅
雨
入
り
と
同
時

に
日
本
列
島
を
線
状
降
水
帯
の
影
響
を
受
け

各
地
で
浸
水
被
害
等
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
大
型
台
風
の
襲
来
も
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
３
年
前
の
大
雨
被
害
の
こ
と
も
思
い
出
さ

れ
ま
す
が
各
地
域
の
皆
様

に
は
台
風
に
は
事
前
の
地

域
に
見
合
っ
た
対
策
準
備

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
今

後
も
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
一
丸
と
な
り
読
み
や
す

く
分
か
り
や
す
い
紙
面
作

り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。　

山
下　

豊
昭

編
集
後
記

　

市
議
会
は
、
１
年
に
４
回
（
２
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
）
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ

て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本

会
議
の
内
容
を
詳
し
く
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
、市
役
所
本
庁
舎
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
た
は
図
書
室
（
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
、
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
白

里
公
民
館
）で
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

岡
田 

憲
二
　
議
員

十
枝
の
森
整
備
に
つ
い
て

個人質問
問
　
五
年
第
一
回
定
例
会
に
て
私
は
二
つ

の
質
問
を
し
た
。
一
つ
は
十
枝
の
森
入
口

に
建
立
さ
れ
て
い
る
十
枝
雄
三
氏
の
胸
像

の
真
上
に
伸
び
て
い
る
大
木
を
伐
採
、
撤

去
し
な
け
れ
ば
、
台
風
等
で
倒
壊
し
た
場

合
十
枝
雄
三
氏
の
胸
像
は
破
壊
さ
れ
て
し

ま
う
。
大
木
を
伐
採
す
る
の
か
十
枝
雄
三

氏
の
胸
像
を
移
設
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
市
側
の
結
果
は
い
か
が
か
。

答　

枯
れ
て
倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
早
急
な
対
策
が
必
要
と
判
断
し
、
三

月
末
に
伐
採
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
側
の
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
に
は
最

大
限
の
評
価
と
致
し
ま
す
。

問
　
今
一
つ
は
十
枝
の
森
入
口
左
側
に
市

有
農
地
約
百
坪
が
あ
る
が
、
そ
こ
を
埋
め

立
て
駐
車
場
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
十

年
前
か
ら
十
枝
の
森
を
守
る
会
よ
り
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
が
市
側
は
い
か
な
る
対

応
を
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
。

答　

当
該
土
地
の
転
用
は
十
枝
の
森
の
整

備
計
画
や
方
針
等
の
位
置
づ
け
が
な
い
の

で
現
時
点
で
は
許
可
を
得
る
こ
と
が
困
難
。

　
人
間
に
は
動
物
に
見
ら
れ
な
い
感
情
と

し
て
「
思
え
ば
ま
た
自
分
も
思
わ
れ
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
最
近
そ
の
こ
と

が
実
現
さ
れ
た
。
十
枝
雄
三
氏
は
旧
福
岡

村
長
や
県
議
会
議
員
と
し
て
、
ま
た
自
分

の
資
産
を
な
げ
う
っ
て
両
総
用
水
の
建
設

に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
に
名
誉
町

民
第
一
号
と
な
っ
た
ま
さ
に
郷
土
の
誇
る

偉
人
で
あ
る
。
十
枝
雄
三
氏
亡
き
後
、
次

女
の
澄
子
さ
ん
よ
り
本
市
に
十
枝
の
森
が

寄
贈
さ
れ
た
。
生
前
よ
り
澄
子
さ
ん
は
、

「
森
は
自
然
の
ま
ま
残
し
て
ほ
し
い
」
と

の
意
向
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
十
枝

の
森
を
守
る
会
の
皆
様
は
こ
の
こ
と
を
知

り
「
郷
土
の
偉
人
を
顕
彰
し
、
十
枝
の
森

は
澄
子
さ
ん
の
意
向
を
守
る
こ
と
こ
そ
大

網
白
里
に
住
む
住
民
の
責
務
で
あ
る
」
と

の
思
い
か
ら
会
員
の
入
替
わ
り
は
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
ま
で
十
枝
の
森
を
守
る
会

と
し
て
森
の
整
備
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
、
千
葉
県
誕
生
百
五
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
県
で
受
付
け
て
い
た
「
ち
ば

文
化
資
産
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

を
知
っ
た
市
長
は
県
に
対
し
て
十
枝
の
森

を
文
化
資
産
と
し
て
ほ
し
い
と
上
申
を
繰

返
し
県
側
に
申
し
込
ん
で
い
た
旨
を
職
員

よ
り
伺
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
十
枝
の

森
が
千
葉
県
の
文
化
資
産
と
し
て
追
加
選

定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
枝
の

森
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
市
長
が

受
入
れ
、
市
長
の
思
い
を
知
事
が
受
入
れ

て
く
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
市
長
の
思
い
を
受
入
れ
て
い
た
だ

い
た
知
事
の
思
い
を
、
今
度
は
市
長
が
知

事
の
思
い
を
受
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
ち
ば
文
化

資
産
た
る
十
枝
の
森
が
今
や
多
く
の
住
民

が
集
う
場
所
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
対
し

て
、
駐
車
場
も
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ

る
と
な
れ
ば
知
事
の
市
長
へ
の
思
い
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
と
私
は
思
考
致
し
ま
す
。

十
枝
の
森
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
の
十
年
来

の
思
い
、
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
駐
車
場

を
と
、
こ
の
思
い
を
受
入
れ
る
べ
き
と
き

が
今
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
検
討
さ
れ
ま

す
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
次
回
に
ま

た
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
７
月
13
日
、
山
武
市
成

東
文
化
会
館
「
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
」
に

お
い
て
、
山
武
郡
市
議
会
議
長
会
が

主
催
す
る
議
員
研
修
に
本
市
議
会
か

ら
14
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
三
鷹
市
職
員
を
経
て
地
域

再
生
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
現

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所
長
の

関　

幸
子
氏
を
講
師
と
し
て
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十枝の森入口にある市有地十枝の森入口にある市有地


